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子育て 支援 ・ 地域か らの ニ ー ズ

丹 治 睦 子

〔常葉学園短期大学）

1、はじめに （研究の 目的 と して）

　静岡市の安倍川西岸に あ る M 地 区（1小 学校区）では、

平成 14 年度よ り、地区の 杜会福祉准 進協議会 （以 下

地 区社 協とす る）が 主催 し、子育て 支援事業 と して 『子

育て ひろば』を開 い てい る。

『子育て ひ ろば』は、地区 内におい て 月 1度開催 し、

活動の 内容 とし て は 、毎回主任児童委員、民生委員、

ボラ ン テ ィ ア数名が参加 し、イベ ン トや特別の企画は

せ ず、子育て 中の 親子 が気軽に立ち寄れて くつ ろげる

場を提供するとい う形 を とっ て い る。

　この ほか、M 地区内には私立保育園 1園、私立幼稚

園 1園が あ り、各園で月 1度ずつ 子育て支援プ ロ グラ

ム を開催 してい る e

　こ の よ うな 、比 較的子 育て支援が充実 して い る M 地

区内の 子育て家庭は、地区の 子育て支援に対 して
、 ど

の よ うな評価 を して い るの で あ ろ うか
。 また、そ う し

た評価か らは、どの よ うなニ
ーズ が読み取 れ るの であ

ろ うか。本報告で は、M 地 区の 子育て家庭 を対象に、

子育て支援の 利用状況や、子育て支援へ の 評価に 関す

る調 査を行 い 、その 結果を踏まえて、子育て 支援利用

頻度の 高い 親子 の 現在の 有り様や母親の 視点を通し、

地域で 取り組む子育て支援の 形として、どの ようなも

の が真に望まれてい るの か を考察したい。

2．研究の方法

（1）期間　平成15年 12月 7 日〜12月 18 日

  対象 地区内保育園の 子育て 支援プ ロ グラム に

　　　 平成 15年度に参加登録して い る子育て家

　　　 庭の 母親 54名。

  方法　質問紙調査 （配 付 54・回答 36・回 答率 66，7％）

3 ．研究の 結果 と考察

（1）1ψ男 にズ窺姻 ぐらひ 子ずて支援の 摎醐 し

τの 莫すか 9

　 表 1 N ＝ 36

利用回数 回答数 36 ％

0〜2 14　人 38．9

3〜5 11 人 30．6
6〜9 5 人 13．9

10〜14 2 人 56

15〜 20 4 人 11ユ

25人（69．4％）が 5回以下の 利用となっ て い るが、

毎月 1（ト 20回 利用 してい る親子 が 6人 （16．7％）い

　 る こ とは 興味を 引く。子 育 て 支援の 場 の利用 頻度の

　 高い 親子 と、あま り高くない 親子 とで は状況 の 違い

　 は ある の だろ うカ 

  遊
：
ぐ’ご鰹 に 子 と祐 さんを 見 で6らえ る」初ク台b ，などがの ま

　 プか 尸

（3）ts子 8thと「 緋 ζ少 し齢 酬 出 す｛5磯 鶯 謝 ま向で ナ

　 か ？

（4）子【ドらさ蝋 と轍 ’？

　表1 の結果と、   、（3）、（4 の 問い に対する回答との

関連を分析 した結果 、 毎月 10回以上子育て支援の場

を利用す る母親には、動きやすい 交通手段伯 家用車 ・

1 名は電動 自転車）が必要条件となっ て い た。 しか し、

その 他の 項目につ い ては 、 利用頻度との 相関関係は見

られなか っ た（本稿では詳細は省略、別紙資料参照）。

4 ．積極的に 子育て支援を利用す る親子 につ い て

　俵 1｝に 示 された 中で、子育て 支援に 対す る利用頻

度が特別高い 10回以上 の グル
ープ 6 人に っ い て 、利

用する支援の 内容 との 関連を【表2］に まとめた。

表 2　麗冱 2 グ 万餬に、ど
“
a よラな子瓣 繝

　　また 〆捌 〃齲 ましたか 9飆 　 N ＝ 36

（M 地 区か ら利用できる主な子 育て支援） A（6名）

塑 曜 顳 ・劾 躅 のフ rロ グラム ＊ 5

軈 従齷錐 子 淳で ひ ろば 5

他の 保育園・幼稚園の プロ グラム 　＊ 17

地 域子育て支 援セン タ
ー

（5カ所） 0

中央子育て支援 セン タ
ー有料保育 2

〃 　 　 　 交流サ ロ ン 2

保健セ ン ターでの プ ロ グラム 1
フ ァ ミリ

ーサポートセ ン ター 0

各公民館で の イベ ン トな ど　＊ 20
そ の 他　＊＊ 8

延べ 参加 数計 60

　注 】） A は、表 1 の 利用回数 10 回以上の 人 6名

注 2） ＊ 保育園・幼稚園は園 ご とに、公 民館で の イ

　　　　　ベ ン トもそれ ぞれ に数 えて い る。

　　　＊ ＊ 「その 他」は、他市の 支援セン ター参加 1、

　　　　 個人主催体操教室 4、個人的 レ ッ ス ン 等。

　表 2に示 したように、子育て支援を毎月 10〜20回

利用 してい る グル
ープ 6名は延べ 60 ヶ 所の 支援の 場

に参加 して い るこ とになる。1プ ロ グラム で も 1 か月

に複数回開催するもの もあるの で、延べ 参加回総数は

かな り多い こ とに なる。
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　全 体 と して、地域の プ ロ グラム と他 の保育園・幼稚園

の プ ロ グラム、そ して、公民館等が主催する各種イベ

ン トに 多数回参加 してい る。1か月 に 15回以 上参 加す

る と、父 親の 休 日や 他の 予 定等 を除い て、ほぼ毎 日出

か けるこ とになる とい う。（実活動例は資料参照）

　毎月 10回以上子 育て 支援の 場 に 出か ける母親の 視

点を、自由記述の 回答の 中か ら考察 したい。

（1）子 育て支援利用の 契機

積極的 に支援の場に参加する よ うに なっ た き っ か

けとして は、次の よ うな記述がなされて い る。

  まず、地域の 保育園の サロ ン に参加 して、友達がで

　 き、 誘 い 合うように なっ た。

  引 っ 越して間もなく、地域の 子育て支援に参加 して、

そこ で情報を得て 自分で。

  家の 中ばか りにい る と子どもが喜ばず、午前中外出

　 し午後は昼寝とい う型に なっ た 。

　 この よ うに、子育て支援 へ の 参加に は、地域対象の

回 覧や チ ラシ、知 人の 声 かけ に よっ て、まず地域の 支

援の 場 に踏み出すこ とが次へ の ス テ ッ プ となっ て い

るこ とが わか る。

  子育て 支援の 利用内容とその 理由（評価1
　β鋼 」彡鋤 した≠で どの よ ラな子 淳て戈齣 捌 5

’

よか っ た 出蟹い ま吻 、 とい う問い に対 しては、次の

よ うな回答がな され てい る。

’

　  年間行事の イベ ン ト（もちっ き・節分 ハ 卩 ウィ ンなど）

　  託児つ きの イベ ン ト・講座 （母子別々 の もの も）

　  親子 で 思い 切 り身体を使える催し。

　  子 どもあそび數室

　  地域の 『子育て ひ ろば』

　 こ こか ら見て とれ るよ うに、全体 と してはイ ベ ン ト

を好 み、託 児の 充実 を望 ん で い る こ とが わか る。そ の

中で地 域の 『子 育てひ ろ醐 が上 げ られ てい る こ とは

興味深い。また、それ ぞれの 支援が 良か っ たと思う理

由 と して は、次の よ うな記述が見 られ た。

　  （年間行事など）家庭で はなか なか で きない。

　  （託児が ある と）安心して 内容に集中で きる。

　  親も子 も楽 しい か ら。

　  年齢に あっ てい て 子 どもがとて も楽 しむ 。

な どで あるが 、 こ こで 特筆すべ きは 『子育て ひ ろ｝測

に関 して以下の よ うに多く述べ られてい るこ とで ある。

P2木の 子どもを連れて 行っ て も、見て くれる人がい

　る の で 安心。

li＞子連れ でない 人の 参加が あると、複数の 子どもを連

　れて も行きやすく、 下 の 子 を見て もらっ て、上 の 子

　 と自由に遊べ 、親同士 もゆっ くり話が で きる。
血）年子 の 子 どもを連れ て 行 っ て も助けて もらえ る。

iv）知 り合 い が 増え る。（世代の 違 う地域の 人と交流で

　きる）

v ）身近な情報交換が で き る。
vi）1歳未満の 頃参加 で きるイ ベ ン トが少なく、自宅

　に閉 じこ もりがちになる。地域の支援の 場は、小さ

　い 子 どもを連れ て安心 して 参加 で きる。で きればも

　．っ と回数を増や して 欲 しい。

　こ の ように、ほぼ毎 目多くの 子育て支援の場を利用

して い る母親達か らは、現在の 地区にお け る支援の あ
’

り方が評価され、認め られ て い る こ とが わか る。また、
「世代の 違う地域の 人との 交流」「子連れでない 人の参

加」 は、M 地区に お ける 『子育て ひ ろば』の
一

つ の 特

徴とい える 。 こうした評価があるとい うこ とは、裏返

せ ば、異世代間交流や子どもを見て もらえるこ とへ の

ニ
ーズ が あ る とい えるの で は ない だ ろうか

。

  子育て 支援利用後の感想

　積極的に支援 の 場 を利 用 してみて の 感想 と して は、
以下の ようなもの が見 られ る。

　  い ろい ろな催しもの に 参加す る こ とは 、子 どもに

　　 とっ て もうれ しい と思う。

　  友達とい ろい ろな場所で会 い 、情報交換 した り、

　　子育て の 話だ けで なく、い ろい ろ話をする こ とで

　　ス トレ ス も発 散で きる。

　  ずっ と家の中で 2人き りでい るよりも外へ出かけ

　　て行き、日常とはちが う刺激を求めて 日々 生活 し

　　てい く中で子 どもの 成長を伺い見る こ とが で き、

　　子育て っ て楽しい なあ と思 う。
母親た ちは、ほぼ毎日積極的に子育て支援の 場に参

加 し、「子 育て っ て 楽 しい なあ」 と日々 感 じて い る。

5 ．今後の 課題

　 これらの 調査の 結果、地区社協 で取 り組 む支援の 形

として 、現在の 『子 育てひ ろ1潮 の あ り方 が
一

応 評価

されて い る こ とがわか っ た 。 しか し、回 数を増や して

欲 しい とい う希望や、全 く支援の 場に出て 来ない 地区

内の 親子 へ の 働きか け を ど うした らよい か とい う問題

もあ り今後の 活動の 課題は多い。

　また、1か月に 15・y20 回も子育て支援を利用する

親子の存在が、どの 程度
一
般的なものか にっ い ての 調

査、また、本稿にお い て分析が 不十分で あっ た と思わ

れ る 「子育て支援利用頻度の 少ない 家庭の 母親」 の 視

点につ い て の 考察等も今後進めて行きたい
。　　　 ．
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